
アジ研ワールド・トレンドNo.164（2009. 5）― 12

　

東
ア
ジ
ア
で
は
、
こ
こ
数
年
の
間
で
、
自
由
貿

易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
が
急
速
に
実
施
に
移
さ
れ
つ

つ
あ
る
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
域
内
の
貿
易
に
及
ぼ
し
て
い

る
影
響
を
み
た
上
で
、
今
後
の
東
ア
ジ
ア
経
済
の

統
合
推
進
に
向
け
、
日
本
が
取
り
組
む
べ
き
課
題

に
つ
い
て
考
え
た
い
。

●
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
貿
易
へ
の
影
響
が
顕

在
化

　

か
つ
て
は
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
空
白
地
帯
と
言
わ
れ
て
い

た
ア
ジ
ア
地
域
で
も
、
特
に
こ
こ
五
年
ほ
ど
の
間

に
、
数
多
く
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
発
効
し
、
貿
易
投
資
環

境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
（
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
６
）
域
内
で
発
効
済
み
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
は

一
九
に
上
る
。

　

東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
次
々
に
実
施
に
移
さ
れ
て

い
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、
実
際
に
ど
の
程
度
利
用
さ
れ
て

い
る
の
か
。
ま
ず
、
同
地
域
で
最
も
先
行
し
て
い

る
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
し
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
自
由
貿
易
地
域

（
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
の
活
用
状
況
を
み
る
と
、
タ
イ
の

場
合
二
〇
〇
七
年
に
同
国
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
向

け
輸
出
の
う
ち
、
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｔ
（Com

m
on Ef-

fective Preferential T
ariff

）を
使
っ
て
輸
出

し
た
割
合
は
、
二
二・
六
％
と
年
々
そ
の
割
合
が

高
ま
っ
て
い
る
。
国
別
で
み
る
と
、
特
に
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
向
け
が
五
〇・
七
％
、
ベ
ト
ナ
ム
向
け
が

四
五・一
％
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
向
け
が
四
〇・九
％
と

高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
で

は
、輸
出
加
工
区
を
含
め
、輸
出
の
た
め
の
部
品・

原
材
料
の
関
税
免
除
制
度
な
ど
が
広
く
普
及
し
て

お
り
、
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｔ
を
利
用
す
る
必
要
が
な
い
輸
入

取
引
も
多
い
。
こ
う
し
た
点
を
含
め
て
考
え
る
と
、

Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｔ
の
利
用
は
、
相
当
程
度
、
企
業
の
間
に

定
着
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

タ
イ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
貿
易
で
も
Ｆ
Ｔ
Ａ

の
影
響
が
大
き
く
現
れ
て
い
る
。
タ
イ
・
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
二
国
間
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、
二
〇
〇
五
年
一
月

に
発
効
し
た
。
タ
イ
商
務
省
に
よ
る
と
、

二
〇
〇
七
年
で
、
タ
イ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
向
け

輸
出
全
体
の
六
六・
二
％
で
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
特
恵

関
税
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
品
目
別
に
み
る
と
、

ト
ヨ
タ
、
ホ
ン
ダ
な
ど
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
な

ど
に
よ
る
タ
イ
か
ら
の
自
動
車
輸
出
が
目
立
つ
。

Ｆ
Ｔ
Ａ
発
効
前
の
二
〇
〇
四
年
は
、
タ
イ
か
ら

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
向
け
の
乗
用
車
輸
出
は

一
一
〇
万
ド
ル
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

商
用
車
が
二
五
三
〇
万
ド
ル
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、

Ｆ
Ｔ
Ａ
が
発
効
し
た
二
〇
〇
五
年
に
は
、
乗
用
車

輸
出
が
前
年
比
二
倍
の
二
二
〇
万
ド
ル
、
商
用
車

輸
出
が
同
五
〇・
六
％
増
の
三
八
一
〇
万
ド
ル
に

急
増
し
た
。

　

二
〇
〇
四
年
九
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
タ
イ
・
イ

ン
ド
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
八
二
品
目
の
ア
ー
リ
ー
ハ
ー
ベ
ス

ト
の
み
）
も
、
タ
イ
商
務
省
に
よ
る
と
、

九
八・
一
％
と
ほ
ぼ
全
て
の
輸
出
に
つ
い
て
Ｆ
Ｔ

Ａ
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
樹
脂
の
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
は
、

二
〇
〇
四
年
の
イ
ン
ド
向
け
輸
出
が
一
七
〇
〇
万

ド
ル
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
二
〇
〇
五
年
に
は

一
億
一
二
〇
〇
万
ド
ル
と
前
年
比
六・
六
倍
に
拡

大
し
た
。
同
様
に
、
エ
ア
コ
ン
の
輸
出
が

八
〇
〇
万
ド
ル
か
ら
一
六
〇
〇
万
ド
ル
、
テ
レ
ビ

用
ブ
ラ
ウ
ン
管
が
五
〇
〇
万
ド
ル
か
ら

二
一
〇
〇
万
ド
ル
に
急
増
す
る
な
ど
の
変
化
が
み

ら
れ
た
。
逆
に
、
イ
ン
ド
か
ら
は
ギ
ア
ボ
ッ
ク
ス

の
タ
イ
向
け
輸
出
が
二
〇
〇
四
年
の
四
〇
〇
万
ド

ル
か
ら
二
〇
〇
五
年
に
は
三
〇
〇
〇
万
ド
ル
に
増

加
し
た
。

　

以
上
は
一
例
で
あ
る
が
、
次
々
と
発
効
す
る
Ｆ

Ｔ
Ａ
は
、
東
ア
ジ
ア
域
内
の
貿
易
を
着
実
に
拡
大

さ
せ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 若

松　

勇

東
ア
ジ
ア
経
済
統
合
と
日
本
の
戦
略
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●
重
要
性
高
ま
る
貿
易
円
滑
化
へ
の
取

り
組
み

　

た
だ
し
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
関
税
低
下
の
効
果
を

よ
り
顕
在
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
貿
易
円
滑
化
へ

の
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
既
に

関
税
撤
廃
が
相
当
程
度
進
ん
で
い
る
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
を

み
る
と
わ
か
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
加
盟
国
一
〇
カ

国
の
人
口
を
合
計
す
れ
ば
五
億
人
を
超
す
市
場
と

な
る
が
、
依
然
と
し
て
「
一
つ
の
市
場
」
と
は
ほ

ど
遠
い
状
況
に
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
共
同
体
を

目
指
し
て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
Ｅ
Ｕ
の
よ
う
な

関
税
同
盟
に
な
る
と
い
う
構
想
は
含
ま
れ
て
い
な

い
。
そ
の
た
め
、
域
内
関
税
の
引
き
下
げ
は
順
調

に
進
ん
で
い
る
が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
内
で
は
国
境
を

越
え
る
度
に
通
関
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
特
恵
関
税
を
享
受
す
る
た
め
に
は
原

産
地
証
明
書
（
フ
ォ
ー
ム
Ｄ
）
も
取
得
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
輸
出
先
の
規
格
・
基
準

を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

特
に
、
通
関
手
続
き
の
問
題
は
、
進
出
日
系
企

業
に
と
っ
て
も
日
々
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
直
結

す
る
た
め
、
関
心
が
高
い
。
ジ
ェ
ト
ロ
が

二
〇
〇
八
年
一
〇
～
一
二
月
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
及

び
イ
ン
ド
の
現
地
進
出
日
系
企
業
に
対
し
て
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
貿
易
制
度
面

で
の
問
題
点
と
し
て
、「
通
関
等
手
続
き
が
煩
雑

で
あ
る
」（
回
答
率
四
五・〇
％
）
と
の
回
答
が
最

も
多
か
っ
た
。
こ
れ
に
、「
通
達
・
規
則
内
容
の

周
知
徹
底
が
不
十
分
」（
同
三
七・五
％
）、「
通
関

に
時
間
を
要
す
る
」（
同
三
六・一
％
）
が
続
く
。

　

通
関
手
続
き
に
関
し
て
は
、
現
在
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
シ
ン
グ
ル
ウ
ィ
ン
ド
ウ
（
Ａ
Ｓ

Ｗ
）
を
加
盟
国
間
で
構
築
す
る
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。
Ａ
Ｓ

Ｗ
と
は
、
輸
出
入
の
際
に
、
複
数
の
行
政
機
関
に

ま
た
が
る
申
請
や
許
認
可
を
一
つ
の
電
子
申
告

フ
ォ
ー
ム
で
提
出
し
、
一
括
し
て
承
認
を
受
け
る

仕
組
み
で
あ
る
。

●
日
本
の
取
り
組
む
べ
き
課
題

　

東
ア
ジ
ア
で
次
々
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
発
効
す
る
中
で
、

東
ア
ジ
ア
経
済
統
合
の
推
進
に
向
け
、
日
本
の
取

り
組
む
べ
き
課
題
は
何
か
。
ま
ず
、
急
速
に
実
施

に
移
さ
れ
つ
つ
あ
る
、
域
内
の
数
多
く
の
Ｆ
Ｔ
Ａ

を
束
ね
、
よ
り
広
域
の
東
ア
ジ
ア
経
済
統
合
を
実

現
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
日
本
企
業
の
ア

ジ
ア
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
広
が
り
を

考
え
る
と
、
当
面
の
目
標
と
し
て
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
＋
６
に
よ
る
東
ア
ジ
ア
Ｅ
Ｐ
Ａ
構
想
（
Ｃ
Ｅ
Ｐ

Ｅ
Ａ
）
の
実
現
を
目
指
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
経
済
統
合
は
域

外
に
も
開
か
れ
た
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
こ

れ
は
、
欧
米
市
場
へ
の
輸
出
を
通
じ
て
発
展
し
て

き
た
東
ア
ジ
ア
経
済
の
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
自
明

で
あ
る
。
中
長
期
的
に
は
、
米
国
の
提
唱
す
る
ア

ジ
ア
太
平
洋
自
由
貿
易
圏
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
）
に
ま

で
広
が
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

持
続
可
能
な
経
済
統
合
の
実
現
に
は
、
域
内
格

差
の
拡
大
へ
の
対
応
も
必
要
で
あ
る
。
大
幅
な
域

内
経
済
格
差
は
統
合
を
深
化
さ
せ
て
い
く
上
で
障

害
に
な
る
。
全
て
の
域
内
国
が
経
済
統
合
に
よ
る

自
由
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
、
人

材
育
成
、
産
業
育
成
、
中
小
企
業
の
た
め
の
協
力

な
ど
を
日
本
な
ど
の
域
内
の
先
進
国
が
積
極
的
に

支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
に
関
連
し
、
実
態
的
に
特
に
域
内
後
発
国

の
経
済
統
合
を
深
化
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
物

理
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
不
可
欠
で
あ
る
。
た
だ

し
、
膨
大
な
イ
ン
フ
ラ
開
発
資
金
を
全
て
Ｏ
Ｄ
Ａ

な
ど
の
公
的
部
門
で
カ
バ
ー
す
る
の
は
不
可
能
で

あ
り
、
民
間
資
金
の
活
用
が
望
ま
れ
る
。
イ
ン
ド

で
は
、
日
印
政
府
の
協
力
に
よ
り
「
デ
リ
ー
・
ム

ン
バ
イ
間
産
業
大
動
脈
構
想
」
の
取
り
組
み
が
始

ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
民
間
資
金
を
活
用
し
て
、

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
同
時
に
進

め
て
い
こ
う
と
す
る
構
想
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年

八
月
に
開
催
さ
れ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
６
の
経
済
大

臣
会
合
で
は
、
こ
の
モ
デ
ル
を
東
ア
ジ
ア
全
域
に

広
げ
る
東
ア
ジ
ア
産
業
大
動
脈
構
想
が
日
本
政
府

か
ら
提
案
さ
れ
、
各
国
か
ら
賛
同
を
得
て
い
る
。

　

米
国
発
の
金
融
危
機
に
よ
り
、
戦
後
未
曾
有
の

レ
ベ
ル
で
世
界
経
済
の
後
退
が
進
行
し
て
い
る
。

当
面
の
間
、
従
来
の
よ
う
に
米
国
に
依
存
し
た
形

で
の
成
長
は
望
め
そ
う
に
な
い
。
こ
う
し
た
観
点

か
ら
も
、
今
後
は
東
ア
ジ
ア
経
済
が
、
経
済
統
合

を
進
め
、
世
界
の
成
長
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
需
要

面
で
世
界
経
済
を
支
え
て
い
く
役
割
を
一
層
担
っ

て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
世
界
経
済
の
安
定
的
な
発

展
の
た
め
に
、
東
ア
ジ
ア
域
内
の
イ
ン
フ
ラ
投
資
、

消
費
な
ど
に
よ
り
、
需
要
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
望
ま
れ
る
。

（
わ
か
ま
つ　

い
さ
む
／
ジ
ェ
ト
ロ
企
画
部
）
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